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日本海南西海域におけるアカムツ 魚の

河野光久・大 寿 *

Immigration of Young Blackthroat Seaperch (Doederleinia berycoides)
in the Southwestern Japan Sea

Mitsuhisa KAWANO and Hisayuki OTA

   Larval net samplings were conducted in the southwestern Japan Sea to collect larvae of blackthroat seaperch 
Doederleinia berycoides in September of 1989 and 2006.  But no floating larvae of the fish were collected.  Beam 
trawl samplings were also conducted to collect the young in summer of 2017 to 2021. The young fish (<120 mm TL) 
were distributed in the limited area where water temperatures, salinities and depth were 9.0 - 15.9 °C , 33.9 - 34.6
and 115 - 144 m, respectively. The smallest young was 65 mm in TL.  These results suggest that most of the fish 
would immigrate into the area after settling at bottoms.

K e y w o r d s : D o e d e r l e i n i a  b e r y c o i d e s ; Yo u n g f i s h ; I m m i g r a t i o n S o u t h w e s t e r n  J a p a n
S e a

アカムツDoederleinia berycoides 日本近海 山 沖

合 対 近海お び 南 の水 80 150 mに

分布する 海性魚類 る 1) 本種 日本海南西海域

主に沖合底びき網（2 びき， 沖底） 漁

る重要魚種 る と ， 元年 資源

る に た し し，資源 を する

た に 要 生物特性 漁 データ 分に

た ，沖底の資源 に に

る 2) 沖底 長モー 12cm の 齢魚

と る 3)た ， 齢魚の を漁 データ

に する と し のた ，漁業に し

齢魚の の き 資源 に資す

る と きる ，本研究 日本海南西海域におけ

る の の を把握する とを 的とし ，

魚 を た浮 の と 網を た 底

魚の を たの ， の を報告する

浮 ， 1989年9 18 21日に日本海南西海域

の 22 （Fig.1） 口 57cm ン （ 長340cm，

網 NGG54）を ， た2006年 9 25 29日に日本

海南西海域の19 （Fig.1） 1989年 の

魚を するた ，大型の口 130cm ン （

長 450cm，網 NGG54）を 海底 海 の

きに を試 た

°

° °

°

山口県 水産部水産

Fig.1 Map showing the larval sampling area in the 
southwestern Japan Sea.  Samplings were 
conducted with a larval net at the stations (closed 
circles and squares) on September 18-21, 1989 and at 
the stations (closed circles) on September 25-29, 
2006.

Bull.Yamaguchi Pref.Fish.Res.Ctr.19,1-5(2022)Bull. Yamaguchi Pref. Fish. Res. Ctr. 19, 1-5 (2022)
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網に る 魚の ，2017 2021年 年の に日

本海南西海域（Fig.2）にお 78 した

（Table 1） した 網 ， 4.5 m，魚 部 合

15 ， 調査 の 網時間 30分とした た，

調査 にお CTD（SEA-BIRD SBE19 plusV2）に

る水 ・ 分の 測を た

魚 ，1989年お び 2006年と 本種の

た た

網調査 （Table 1），5年間に合 1,228 のア

カムツ た 海域 W海域と E海域に

，M海域 の た の 2021年 7

27 28日に W海域の1カ所 616 のアカムツ

た の 長 65 230 mm ， 小

の 長 65 mm た

の 長 成を ると（Fig.3），6 9 の と

モー 80 90 mm 大部分の の 長 120 mm

た 本種の産 期 南 沖 7 9 4)，対

海 8 10 5)と る と，お び 1 の

長 雄 93.5 mm， 104.2 mmと る 6)

と ， 長120 mm の 年の 年の に生

た 1 魚と す と きる（ ，

6 9 の 長120 mm の を 魚と ）

魚 2017年と 2021年に W海域の沖 50

海 の た（Fig.4） た，2018 2020年に

の海域に E海域の高山 沖 30海

た ，5年間を し 場所 35 近 3カ

所 の た場所 た

°

° °

°

Fig.2 Map showing the beam trawl survey area in 
the southwestern Japan Sea. Surveys were 
conducted at the sites (closed circles) in summer 
of 2017 to 2021. 

Table 1 Summarised results of collecting Doderleinia berycoides by beam trawl
      in the southweatern Japan Sea.

N. of positive
Year Day  catch sites
2017 Jun. 19-20 M 6 0 0 -

Jul. 12-13 W 6 3 275 65-167
Jul. 19-20 E 6 0 0 -

2018 Jun. 18-19 M 5 0 0 -
Jun. 20-21 E 5 1 65 75-164
Jul. 17-18 W 5 3 188 75-230

2019 Jul. 16-17 M 5 0 0 -
Aug.  1- 2 E 5 1 8 76-104
Sep.  4- 5 W 5 3 32 76-200

2020 Jul.   8- 9 M 5 0 0 -
Jul. 16-17 E 5 1 5 82- 93
Jul. 29-30 W 5 3 39 74-182

2021 Jul. 15-16 M 5 0 0 -
Jul. 19-20 E 5 0 0 -
Jul. 27-28 W 5 1 616 72-189

78 16 1,228
*: See Fig.2.

N. of samling
sites

N. of  fish
collected

Total length
(mm)

Sampling date

Total

Area*
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1966年 7 10 に本海域 た ール調査の

アカムツ（主に 長15 cm の小型魚）の 7)に

ると， 35 の沖 沖に 魚

成 ， 部の高山 沖に 魚 の 中

る ， 西 20海 35 35 30

分 の合 8 カ所 分布 る と ，近

年 1966年に 魚の分布域 小し ると

る 分布域の 小 資源 の 化に きる

と る 8) と ，本種の近年の資源

1960年 化し るの し

魚の 場所の水 120 144 m ，特に水 135

139 m た（Fig.5） た， 場所

の底 水 お び底 分 ， 9.0 15.9 ，

33.90 34.69 ，特に水 13.0 15.9 ， 分34.30

34.49の 対的に ・高 分 水域に90%近 の

した（Fig.5）

対 海 における本種の産 期 8 10 る 5)の

，9 本海域における の の 期と 測

る ， のとお 1989年お び 2006年と

た た ， 県沖 日本海南

西海域に 本種の漁 し 2)に

，2012年 9 10 に 3 27 の 魚 調
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Fig.3 Monthly frequency distributions of total 
length of Doederleinia berycoides caught 
by beam trawl in the southwestern Japan 
Sea in summer of 2017 to 2021.

Fig.4 Distributions of young Doederleinia berycoides (< 120 mm) caught by beam trawl in the 
southwestern Japan Sea in summer of 2017 to 2021.  Cross marks show the sampling sites.  
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査に ，水 20 120 m 合 21 の 魚

る 9) の 日本海南西海域における本

種の産 と る 対 を

日本海南西海域 の漁 1)，産

に 沖合の水 100 130 mの海域に，

に け に を と

る 10） と ，日本海南西海域 の産

とを し る のた に 魚の発生 ，

た 性 高

網に る調査の ， た 小 の 長

65 mm た（Table 1） ，1966年の 1 に本海域

た ール調査 長 1 5 cmの 魚

る 7) と ，本研究 に た 魚の

分布域 に調査を す 長 65 mm の

魚 る 性 る

の と ，本海域におけるアカムツの主

浮 魚期 底 の 魚期に き ると

る と きる た，2021 年に 沖 沖の 1

カ所 500 の 魚 た と 5年間を

し た場所 の た と （Fig.4），小

嶋 11) る に本種の 齢魚 性を

し ると る

小嶋 11) 1960年 1970年 の調査

を に， 齢魚 対 海域 80 100 m を中 と

する た水 に 性を 生 し ると

報告した ，本研究 魚 水 120 144 m

た（Fig.5） 2011 2018年の日本海南西海域における

沖底に る小型魚（ 長 20 cm ）の漁 を

した ，水 120 m 漁 高 ると報

告 る 12) と ，近年分布域の 小に 水

80 100 m の分布 し，分布の中 120 m

に るの と る

本研究 魚 の 90%近 底 水 13.0

15.9 ，底 分 34.30 34.49の 対的に ・高

分 水域に した（Fig.5） し し， 6 9

の調査データに の る 金元 12) ，沖底に

る小型魚の漁 底 水 お び底 分に

大き 変 をし と報告し る と ， し底

水 底 分 の物 要 魚の分布に大

き し とする ， 魚の 場所 特 の場

所に る原 ， 生物 生物 要

し る 性 高 ， の究 る

アカムツ 魚の に た ， 研究開発

水産研究・ 水産資源研究所 庁 の

保 する 本を に た た た，

調査の に た ，山口県 漁業調査

， しお お び の の に

を た た に し する お， 網調

査 水産資源調査・ 業 した の

る
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山口県 本海沿岸域で漁獲される

シロサバフグの

小 *

Some Biological Characteristics of Pufferfish Lagocephalus spadiceus  
 in Coastal Waters off Yamaguchi Prefecture, Southwestern Japan Sea 

Mitsuhisa KAWANO and Tomokichi KOBAYASHI

    A total of 2,958 pufferfish, Lagocephalus spadiceus were sampled in the coastal waters off Yamaguchi 
Prefecture, southwestern Japan Sea during June to December of 1998 to 2000 to obtain the basic biological 
information.  Young fish smaller than 200 mm occurred during September to November and disappeared in 
December.  Large - sized fish with modes of 250 - 260 mm in total length were caught mainly during June to 
August.  Gonadosomatic indices were high during June to August and total length at 50% maturity of females 
was estimated at 251 mm.  These results indicate that the spawning season is during June to August and 
spawning adult are caught mainly during the spawning season.  Frequency of females was remarkably high 
(91.0%) in July, suggesting that the fish would spawn with many females in the middle of the spawning season.  
The larvae (4.0 - 10.9 mm TL) were collected with a larval net in coastal waters off Yamaguchi Prefecture, where 
sea surface water temperatures were 21.0 - 29.0 °C and salinities were 32.0 - 34.5 in July to September of 1986 and 
August to September of 1987.  The hatching months estimated from the larval body sizes agreed with the 
spawning season above mentioned. 

K e y w o r d s : Lagocephalus spadiceus; ;  L e n g t h  f r e q u e n c y ;  M a t u r a t i o n ;  S e x  r a t i o ;  L a r v a e

シロサバフグ Lagocephalus spadiceus (Richardson,

1845)は， 本 では 県～ 南岸の 本海

シ 海沿岸，北海 ～ 南岸の 沿岸， 内

海， 大 に分 するフグ サバフグ の魚 であ

る 1)。本種は 2年度（2020年度）から の

種となったため，年齢 長， 産卵

の な 見が とされている。しか

し，本種の 見は なく， 北部沿岸域に

お る年齢 長 2)， 部～北部沿岸域にお る

産卵期 2,3)， から 本海 部 の稚仔魚の出現
3)，卵～稚魚期の 期 4)の な があるにす な

い。

こで,本 は山口県 本海沿岸域にお る本種

の な 見を るため，全長，体 ，雌

雄の ， お 仔稚魚の出現と の

を た。 の ,本種の全長 ， サ ,

産卵期， ，仔稚魚の出現 期，出現域お の

に いて 見を ることができたので する。

定に したシロサバフグは，1998～2000年 年の

6～12 月に山口県 本海沿岸の水 100 m 以浅の海域

（Fig.1）で ,定 , , で漁獲された

2,958個体（雄 764個体，雌 1,075個体， 1,119

個体）で,これらの全長（TL, mm），体 （BW, g）お

（GW, g）を 定した。

海 部，現 下

Bull.Yamaguchi Pref.Fish.Res.Ctr.19,7-13(2022)Bull. Yamaguchi Pref. Fish. Res. Ctr. 19, 7-13 (2022)
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月別全長 は 個体を 3 年 の ー で

し，全長と体 の は雌雄別お 雌雄 みで

ロ ー （BW = aTLb）に した。

度 数（GSI）は GSI = GW / BW × 100 で

め，GSIの 月 を雌雄別に た。また，

の を で し， を以下のとお

分 した。 は，未 （ は も ， か

である。）， 中（ は し， を すが，

しても がに み出ない。）， （ は

で すると がに み出る。）， 中（ は

で し， が れ出る。）， （ は く

くな ， または みが る。）の 5 ，

卵 は未 （卵 は も で である。）， 中

（卵 は を し，小さい卵が で され

る。）， （卵 は し を し， 卵が

される。）， 卵中（卵 から卵が れ出る。）， 卵

（卵 は し または を す。 かに

卵が ることがある。）の 5 に分 した。

雌に いては 50 % 全長を めるため，6～8月の

全長 10 mm の 個体数に する ～ 卵

個体数の を とし，全長と との に

を てはめた。

は雌の出現 （%）で し，月別 と全長別

を た。

本種の仔稚魚の出現 を らかにするために，

1986年お 1987年の5～10月 月 に山口県 本

海域の 30 （Fig.1）で，山口県漁

（149 ）を し， 稚 （口 130 cm，

長 450 cm， 合 2 mm）の 10分 表層 きを い，仔

稚魚を採集した。採集した仔稚魚は 10% 海水

で 定し， に ，種の 定と全長の 定

を った。また， に 仔稚魚の採集前に，

採水バ に 表層水の採水を い表層水温 塩

分の を った。水温は 温度計，塩分はサ

ー （Autolab ）に 定した。

全長 の 月

月別全長 のモードの 月 に すると

（Fig.2），6～8月には 250～260 mmをモードとする大

型群が出現した。 の 9～10月には 130～150 mmを
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Fig.1 Map showing the study area.  Dots show the 
larval sampling stations. Numbers enclosed 
circle show the sampling locations of young and 
adult Lagocephalus spadiceus in July. The 
numbers correspond to the locations shown in 
Table 1.

Fig.2 Monthly change in total length of Lagocephalus 
spadiceus in coastal waters off Yamaguchi 
Prefecture during 1988 - 1990.
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モードとする小型群が出現したが，11 月には全長 200

mm未満の小型群は した。11月には小型群に っ

て全長 210 mm をモードとする中型群が出現した。9～

11月には小型群または中型群の出現に 大型群の

は に小さくなった。12 月なると全長 250 mm

未満の小型群，中型群とも見られなくな ，モード

300mm の大型群のみが出現した。

全長 体

全長（TL）と体 （BW）の を Fig.3 に した。

雄の最大全長は 344 mm，最大体 は 612 g，雌の最大

全長は 377 mm，最大体 は 826 gで，雌の が雄

も最大全長お 最大体 が大きかった（Fig.3）。
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全長（TL, mm）と体 （BW, g）の は以下の ロ

ー で された。

雄 BW = 0.0000322TL2.8715 （n = 764, R2 = 0.9595）

雌 BW = 0.00004TL2.8356 （n = 1,075, R2 = 0.9485）

雌雄 み BW = 0.000035TL2.8547 （n = 1,839, R2 =

0.9554）

の 月

雌雄別の月別 GSI の推 を見ると（Fig.4），

雄の GSI は 6月の 10.4を ー として 6～8月

には 4.5以 の い を したが，9月以 は 1.0以下

に低下した。雌の GSI も雄と同様に 6月を ー

（12.0）として 6～8月には 3.3以 の い を し

たが，9月以 1.0以下に低下した。
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の 月 を雌雄別に見ると（Fig.5），

雄では 個体の出現 は 6月に 70.7%と最も く,

の 7月には 35.0%,8月には22.1%と次 に した。

個体に って 7月には 個体（50.0%）,8月に

は 個体（57.7%）が最も多く出現した。9月にな

ると98.0%が未 個体で2.0%が 個体とな ,さらに

10月にはす て未 個体となった。雌では 個体の

出現 は 6 月には 87.7%であったが,7 月には 51.3%,8

月には 20.9%,9月には 3.0%と 月 に した。 卵

Fig.3 Relationship between the total length (TL)
and body weight (BW) of Lagocephalus 
spadiceus.

Fig.4 Monthly change of gonadosomatic index 
(GSI) of Lagocephalus spadiceus by sex.    
Open circles and vertical bars show the 
mean and standard deviations, 
respectively.
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個体は 6～8月に出現し， の出現 は 7月に 5.3%と最

も かった。 卵 個体の出現 は 6月の 0.0%から

月 に 加し，7月には 37.2%,8月には 65.6%,9月には

87.9%になった。

雌の全長（TL, mm）と （MR）との （Fig.6）

に を てはめた は以下のとお であ

った。

MR = 1/exp(exp(7.332 – 0.0307TL))

この から雌の 50% の全長は 251 mmと推定さ

れた。
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MR = 1/exp(exp(7.332 - 0.0307TL))
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最小 個体の全長は雄で 231 mm，雌で 232 mm で

あった。

6～11月 月の雌の出現 をFig.7に した。雌の出

現 は 7月を除く 月とも 49.0～57.1%で 50%で

あったが，7 月のみ 91.0%と 出して い となった

（Fig.7）。

0

50

100

Jun. Jul. Aug. Sep. Oct. Nov.
Fr

eq
ue

nc
y 

of
 fe

m
al

es
 (%

)

7月の雌の出現 を 本採 別に した ，雌

の出現 は 本採 ，漁 （まき ， い ，定

， ），採 ， （0 00～15 00），水

（30～100 m），全長（230～366 mm）に ら 73.3

%と に く，雌の大部分は ～ 卵 個体であっ

た（Table 1）。

全長別に雌の出現 を見ると（Table 2），全長 140

～199 mmでは45.8～55.4%で50%と はなかったが

（2 定，P > 0.05），全長200～259 mmでは 37.2～

46.6%で 50% も小さかった（P < 0.05）。さらに全長

260～379 mmでは54.0～100.0%と50% も大きな を

し（P < 0.05），か 全長が大きくなる 雌の出現

が くなった。
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Fig.5 Monthly percentage occurrences of maturity stages 
of Lagocephalus spadiceus by sex.

Fig.6 Relationship between the total length (TL) and 
maturity rate (MR) for females of Lagocephalus 
spadiceus.

Table 1 Outline of samplings, sex ratio and maturity stages in females of Lagocephalus spadiceus  caught in July of 1998 to 2000.
Sampling Sampling Operation N. of Total length Frequency of Mature  - spent

Year Date gear location* time samples (mm) females (%) phases (%)
1998 July   1 Purse seine ①Off Toyoura 0:00 -  5:00 84 13 240 - 330 100.0 84.6
1999 July   7 Purse seine ②Off Tsunoshima 0:00 -  5:00 100 105 237 - 332 100.0 100.0
1999 July 12 Dip net ③Yuya Bay 3:00 -  4:00 33 9 247 - 298 88.9 100.0
1999 July 14 Dip net ③Yuya Bay 3:00 -  4:00 33 30 232 - 330 80.0 87.5
2000 July 18 Set net ④Off Kayoi 1:00 -  4:00 40 21 302 - 353 100.0 100.0
2000 July 19 Angling ⑤Off Kiwado 9:00 - 15:00 30 18 230 - 330 100.0 72.2
2000 July 27 Purse seine ⑥Off Nagato 0:00 -  5:00 70 60 243 - 366 73.3 84.0

* See Fig.1.

Sampling Depth
(m)

Fig.7 Monthly change of frequency of females of 
Lagocephalus spadiceus.
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Table 2 Frequency of females by total length.
Total length N. of N. of Frequency of Binominal

(mm) males females females (%) test
120-139 6 2 25.0
140-159 16 16 50.0
160-179 25 31 55.4
180-199 13 11 45.8
200-219 34 24 41.4 *
220-239 76 45 37.2 *
240-259 165 144 46.6 *
260-279 189 222 54.0 *
280-299 144 238 62.3 ***
300-319 78 200 71.9 ***
320-339 17 103 85.8 ***
340-359 1 31 96.9 ***
360-379 8 100.0 **

*: p < 0.05, **: p < 0.01, ***: p < 0.001

仔稚魚の出現

シロサバフグ仔稚魚は1986年には8月を中心に7～9

月に出現し,1987年には8～9月に出現した（Table 3）。

月別の合計出現個体数は 8月が 18個体と最も多く,次

いで 9月が 5個体と多かった。

Tablel 3 Monthly change in the number of Lagocephalus spadiceus  larvae
        collected in the southwestern Japan Sea in 1986 and 1987.

Month
May Jun. Jul. Aug. Sep. Oct. Total

1986 0 0 1 16 1 0 18
1987 0 0 0 2 4 0 6

Year

仔稚魚は北緯35度40分に出現した1個体を除き,北

緯 35 度 20 分以南の山口県北部沿岸域に出現した

（Fig.8）。

仔稚魚の出現域の表層水温は 21.0～28.9 °C（内

75.0%は 26.0～27.9 °C）,表層塩分は 32.0～34.4（内

91.6%は 32.0～33.4）であった（Fig.9）。

採集した仔稚魚の全長は 4.0～11.9 mmで，全長 5.0

～7.9 mmの個体が全体の 66.7%を占めた（Fig.10）。

近隣の筑前海では本種の産卵期は 5～8月で，年齢別

全長は雄で 1歳 212 mm，2歳 255 mm，雌で 1歳 205 mm，

2 歳 258 mm と推定されている 2)ことから，本海域で 9

月に加入したモード 130 mmの小型群は 0歳魚，11月の

モード 210mmの中型群は 1歳魚，6～8月のモード 250

～260 mmの大型群は 2歳魚が主体であったとみること

ができる（Fig.2）。0歳魚とみなされる全長 200 mm未

満の小型群は9～10月を中心として11月まで出現した

が，12月には見られなくなった（Fig.2）。筑前海にお

いても本海域と同様に 0歳魚は 9～10月頃に浅海域で

漁獲され始め，12月には漁獲されなくなったことから，

0 歳魚は冬季には水温低下とともに内湾域を中心とす

Fig.8 Distributions of Lagocephalus spadiceus
larvae in the southwestern Japan Sea in 1986 
and 1987.

Fig.9 Sea surface water temperatures and 
salinities where Lagocephalus spadiceus
larvae were collected.

Fig.10 Length frequencies of Lagocephalus 
spadiceus larvae.

Table 3 Monthly changes in the number of Lagocephalus spadiceus 
larvae collected in the southwestern Japan Sea in 1986 and 1987.
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る浅海域から 海 するものと られている 2)。

以 のことから，本海域でも 0 歳魚は冬季には沿岸漁

で漁獲されにくい に すると推 される。

GSIと を にして産卵期を推定すると，雌雄

とも 6～8 月に GSI が かったこと(Fig.4），6

月には雌雄とも 個体の出現 が最も かったが，

の 個体は 月 に し, って 卵 個

体お 個体の出現 が 月 に 加したこと，

お 7 月には 個体お 卵個体の出現 が期

中最も くなったこと（Fig.5）から,6～8月が産卵

期で産卵 期は 7 月とみなすことができる。本種の産

卵期は の から筑前海では 5～8月（ 期

6～7 月）2)， ～ では 5 月中 から 6 月下
4)と推定されている。本海域では 5 月の 本が ら

れていないことから筑前海の に 5 月に産卵するの

かに いては ではないが，本海域では，年 最

水温の出現が 水 も 1 か月 れる 5)ことに

加 ，産卵 期が 7 月と いことから，産卵の

始 期も れるのではないかと推 される。       

本種の 始年齢 いては筑前海では 2 歳前 と

推定されている 2)。本海域においても 50 % の雌

の全長が 251 mm であった（Fig.6）ことから，雌は

2 歳で すると される。前 のとお 本海域

では 6～8月には全長モード 250～260 mmの 2歳魚が主

に漁獲されていることから，6～8月の産卵期には主に

産卵群が漁獲されているとみなすことができる。

これまで本種の産卵 に いては らかにされてい

ないが，産卵期に産卵群を主に漁獲していることから，

6～8 月の漁 が産卵 になっている が い。6

～8 月の漁 の水 は 30～100 m（Table 1）で，

は ～中 6）であること，お 本種は い

層を する 卵を産 ことから，本海域にお る

産卵 は水 30～100 mの と推定される。 ，

沿岸では水 50～60 mの 域の中層で 魚が

漁獲されている 4)ことから， 域でも産卵する

は されている。

6～8月の産卵期の漁 の 層水温と塩分は，1998年

の山口県 海水産 の定 に れ ，

れ れ 18.20～22.05 ，33.71～34.50 であった 7)。

本種は 卵を産 4)ことから，卵の には 層の

水温と塩分が すると られるので，これらの

は産卵 の の となるであ 。

雌の出現 の 月 を た ，雌の出現 は 7

月を除く 月とも 49.0～57.1%で 50%であったが，

7月のみ 91.0%と 出して い を した（Fig.7）。こ

のことは雌が産卵期 中でも 6月お 8月には産卵

に雄と 同数しか集まらないが，産卵 期の 7 月

になると多数集中する にな ，雌多雄 で産卵す

る を している。同 でも フグ

Takifugu rubripes サフグ Takifugu niphoblesで

は産卵 で が雄に ることが られてお 8,9)，

フグでは雌は 卵 産卵 を るが，雄は産卵 に

ま 数の産卵に すると推 されている 8)。本

種においても雌が 卵 産卵 から するとすれ ，

産卵 期に が雌に しく るとは られないた

め，本種の雌は 卵 も産卵 に まっている

がある。本種の に産卵期に が雌に る現 は

フグ Takifugu porphyreus でも見られている 7)が，

フグでは産卵期の っと が雌に る で本種

とは なっている。

全長別の雌の出現 は，全長 200～259 mm では 50%

も小さかったが，全長 260～379 mmでは 50% も

大きな を し，か 全長が大きくなる が大き

くなった（Table 2）。この に全長 200～259 mm で

雄が多く， れ 大きくなると雌の が多くなる現

は，雌雄の 長 ，すな 雄の が雌 長が

く，か 全長が雄では 276.4 mmであるのに し，

雌では 333.5 mmと雌の が大きくなる 2)ことに し

ていると られる。

仔稚魚は 7～9月に出現し, の中でも 8月に最も多

く,次いで 9 月に多く出現した（Table 3）。また,採集

された仔稚魚の全長は の多くが 5.0～7.9 mm であっ

た（Fig.10）。 の に れ , 26～31

には全長 6.6 mm前 にな 稚魚期に するとされて

いる 4)ことから,採集された仔稚魚の多くは 1か

月 度の稚魚期であったと推定される。このことか

ら,7～9 月に出現した仔稚魚の 月は主に 6～8 月,

の ー は7月と推定され, れ れ から

推定した産卵期，産卵 期に まっていた。

シロサバフグの 本の入 に しては， 山口県漁

， く しお お 2 く し

お の の 様に多大な をいた き， す

る。なお，本 で したシロサバフグの 定 ー

は水産 合型 型漁

で られたものである。                           

1 ) 山 下 （2013） フグ . 本産魚

全種の同定 （中 次 ）, 海大

出 ， ，pp. 1728-1742.
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2 ) 中 内 （2015）

県筑前海にお るシロサバフグの お 年齢
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3) （1962） 本産主 フグ の と

に する 長 県水産 集，(2），
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4) （1966） サバフグの卵 , 稚仔の

お 魚 ，13(4/6），162-

168

5) 小 （1988） 海 から 本海 入す
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山口県日本海沿岸域におけるシロサバフグの移動

河野光久・小 *・

Movement of Half-smooth Golden Pufferfish, Lagocephalus spadiceus,
in Coastal Waters off Yamaguchi Prefecture, 

 Southwestern Japan Sea 

Mitsuhisa KAWANO, Tomokichi KOBAYASHI* and Toshiteru WATANABE

    A total of 3,268 half-smooth golden pufferfish, Lagocephalus spadiceus (90 - 334 mm TL) were tagged and 
released in coastal waters off Yamaguchi Prefecture, southwestern Japan Sea during autumn from September 1998 
to October 2000 to study the movement of the fish. The small fish ( 200 mm TL, 0 year old fish) mainly moved 
into bays shallower than 40 m at depth.  On the other hand, the large fish ( 202 mm TL, more than 1 year old)
moved to offshore waters (39 - 97 m at depths).  The longest distance between the release and recapture sites was
26 km and most of the moving distances were less than 15 km. From these results we conclude that the fish is a 
coastal fish and moves at short range.

K e y w o r d s : Lagocephalus spadiceus; M o v e m e n t ; S o u t h w e s t e r n  J a p a n S e a

シロサバフグ Lagocephalus spadiceus (Richardson,

1845) ，山口県日本海沿岸域で に 定 網

で漁 ， 類の中で トラフグ Takifugu rubripes，

フグ Takifugu porphyreusに次 で る 本

の資源 た に ，年齢，成長， ，成熟，産

の 生 学 に ，分布および回遊

し お と で る 河野・小 1) 山

口県日本海沿岸域における本 の 長 成，成熟サイ ，

産 ， 報告した ，分布および回遊に

本海域の 魚の出 域 報告した けで， 魚

の分布 移動 に

で本研究 ，山口県日本海沿岸域にお 1998

2000年の に本 の標識放流 ， 魚 の

移動 した結果 報告する

標識放流魚 1998 2000年の に山口県漁

しお（119トン）および 2 しお（16ト

ン）によ 川湾および 湾（Fig.1）で た

で したシロサバフグ した 標識 黄

タグ し, 前 に した 1998

年に 9 1日から 9 4日かけ 川湾口， 湾口

および 沖 の 海域に 長 102 203 mmの

760 放流した た，1999年に 8 30日から 9

7日に 長 202 334 mmの大 （大 ），9

6日から 10 12日に 長 90 200 mmの小 （小

） 海域に 2,156 放流した らに

2000年に 9 18日から 10 5日かけ 海域

に 長 93 212 mmの 352 放流した（Fig.1，

Table 1）
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Japan Sea
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：外海研究 ， ： 関

Fig.1 Map showing the study area for release and 
recapture experiment of Lagocephalus spadiceus.

Bull.Yamaguchi Pref.Fish.Res.Ctr.19,15-19(2022)Bull. Yamaguchi Pref. Fish. Res. Ctr. 19, 15-19 (2022)
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放流魚の ，漁 からの 報告に

た 資 の に た ，放流 から

での ら 移動 ,移動

放流から での 日 で した 移動

とした

の

1998 2000年の 3か年 で 3,268 放流した

結果,44 , 1.3%で た

（Table 1）

1998年放流 で 2.8%と 高か たの

に し, 1999年放流 および 2000年放流 で ，

1.0%および 0.6%と 1998年放流 よ か た

（Table 1）

1999年放流 に ，小 （ 長 200 mm ）

と大 （ 長 202 mm ）の すると

（Table 1）， 小 で 0.0 2.3%，

0.8%で たのに し,大 で 2.4 16.7%，

5.3%と高 した

漁 類 の （Table 1）， び 網

19 と ，次 で の 7 ，定 網の 4

の で か た 1999年に放流した大

らの 3漁 で た ， の 漁 （ お

よび ）で 3 た

放流魚の移動

放流魚の移動 放流年 に した

（Fig.2）

1998年放流 ：9 1日に 川湾口で放流 ，

た 4 の内 3 放流から 6 44日 に 川湾内

で， 放流から 60日 に 湾口で た 9

2，3日に 湾口に放流 た 8 ，9

20日 にす 湾内で た 9 4日に

海域に放流 た 9 の 4 場

で た る 5 の 4 放流から

9 65日 に 湾口 湾内で,1 放流から 51日

に 湾で た の放流時 長 114

185 mm で， 場 の水 す 40 m で

た

1999年放流 ：8 30日 9 7日に 海域に

放流した大 ，放流から8日 と 10日 に 海

沖（水 54 m）で 1 ,放流から 11日 に川

Table 1 Summarized result of release and recapture of Lagocephalus spadiceus .
N. of fish Total length 
released (mm) Boat seine Angling Set net Others Unknown Total

Sep.  1, 1998 Mouth of Fukawa Bay 184 142-195 1 2 1 4 (2.2)
Sep.  2, 1998 Mouth of Senzaki Bay 157 102-182 3 3 6 (3.8)
Sep.  3, 1998 Mouth of Senzaki Bay 125 122-177 2 2 (1.6)
Sep.  4, 1998 South off Aishima Is. 294 119-203 4 1 4 9 (3.1)
Subtotal 760 10 6 0 0 5 21 (2.8)
Aug. 30, 1999 South off Aishima Is. 14 233-281 1 1 2 (14.3)
Sep.  1, 1999 South off Aishima Is. 42 223-334 1 1 (2.4)
Sep.  2, 1999 South off Aishima Is. 31 202-292 1 1 (3.2)
Sep.  7, 1999 South off Aishima Is. 6 240-280 1 1 (16.7)
Sep.  6, 1999 South off Aishima Is. 83 140-180 0 (0.0)
Sep. 13, 1999 South off Aishima Is. 86 100-200 2 2 (2.3)
Sep. 14, 1999 South off Aishima Is. 207 107-154 1 1 (0.5)
Sep. 16, 1999 South off Aishima Is. 244 105-156 2 1 1 4 (1.6)
Sep. 16, 1999 South off Aishima Is. 538 99-170 2 1 3 (0.6)
Sep. 17, 1999 South off Aishima Is. 417 90-180 1 1 2 (0.5)
Sep. 30, 1999 South off Aishima Is. 198 120-200 1 1 2 (1.0)
Oct.  1, 1999 South off Aishima Is. 187 110-200 2 2 (1.1)
Oct.  5, 1999 South off Aishima Is. 32 130-200 0 (0.0)
Oct. 12, 1999 South off Aishima Is. 71 140-200 0 (0.0)
Subtotal 2,156 7 1 4 6 3 21 (1.0)
Sep. 18, 2000 South off Aishima Is. 174 98-165 0 (0.0)
Sep. 21, 2000 South off Aishima Is. 151 93-152 2 2 (1.3)
Oct.  4, 2000 South off Aishima Is. 9 147-179 0 (0.0)
Oct.  5, 2000 South off Aishima Is. 18 165-212 0 (0.0)
Subtotal 352 2 0 0 0 0 2 (0.6)
Total 3,268 19 7 4 6 8 44 (1.3)

N. of fish recaptured (recapture rate, %)
Released areaReleased date 

Table 1 Summarized result of release and recapture of Lagocephalus spadiceus..
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沖（水 97 m）, 沖（水 41 m）, 川湾口（水

39 m）で 1 た ら 5 の放

流時 長 238 273 mmで た 9 6日 10 12

日に 海域に放流した小 ，放流から 5 22日

に 湾で 7 ,放流から 4 63日 に 湾

で 6 ,放流から 9日 に 海 沖（水 55 m）で

1 ，放流から 22日 に 川湾で 1

た ら 15 の放流時 長 113 180 mmで，

場 の水 海 沖（水 55 m）で た 1

,す 40 m で た

2000年放流 ：9 18日 10 5日に 海域に

放流 た 2 ,放流時 長 119 mmと 179

mmで, 放流から 7日 と 64日 に水 30 m

の 湾内で た

Fig.2 Release and recapture sites of Lagocephalus spadiceus from 1998 to 2000. Star marks 
and closed circles show the release sites and recapture sites, respectively.  Numerals beside 
closed circles show the elapsed days between release and recapture.
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次に， の放流 日 と移動 との関

Fig.3に した 放流 日 大で 65日で,

30日 内に た 82% た のた ，

放流魚の 放流年の 9 11 に ら ，12

に た た か た 放流 日

60日 の 4 た ， らの

の移動 10 km 内で，放流 日

に し 長 移動し か た 移動

の 長 1999年 9 7日に川 沖で た

（放流時 長 270 mm）で た 26 kmで, の

の の移動 16 km に た た，

の移動 大で 97 m/h， 移動 25

m/hで た

放流時 長 200 mm の小 ， 海域の 川

湾口および 湾口で放流した けで ，沖 の

海域で放流した で ，水 55 mで

た 1 す 水 40 m の内湾域 中 と

した 海域で た（Fig.2） の筑前海で

本 ， 1 の雄で 長 212 mm, で 長 205 mm

に成長すると る 2)ので, らの 0

魚とみ る た，本 の 魚 山口県日本海

域で 7 9 に 35 20分 の海域（水 130

m ）に出 し，0 魚 9 11 に沿岸漁 で漁

る と 報告 る 1) らの とから，0

魚 9 11 に沖 から水 40 m の内湾域 中

とした 海域 移動し， 海 生 域にすると

ら る らに，12 に た

とから， 季に 海域から水 40 m の沖

移動すると推 る

，大 （放流時 長 238 273 mm）の 水

39 97 mの沖 域で た（Fig.2） らの

の年齢 ，中岡ら 2)の年齢 長によると 1 4 魚

と推定 る とから,1 魚 に ると 0 魚よ

移動 , 生 域 沖 域 大する

のと推 る と ， 魚の出 域 水

130 m で る と，産 場 水 30 100 mの

と推定 る 1) と，および山口県 の水

120 m の で 水 出 する 3) とか

ら， 水域の に生 する 4)本 の沖 域における分

布 水 120 130 m でで

漁 類 の みると， び 網で 19

と か た（Table 1） の ，0 魚

湾で た と（Fig.2）から 湾

の移動 か たと推 る と，および 湾

で 年 にカタクチイワシ（Engraulis japonica)

魚（ ：しらす） とし 本漁 に

る とによると ら る 山口県日本海沿岸域

で カタクチイワシ 魚 11 で に水 20 40 m

に分布し，しらす漁場 成 る 5) とから，本 の

0 魚 季に水 40 m の 海域 生 域

とし， 海域に し するカタクチイワシ 魚の

成長 と生 高 る と で ると

ら る ，1 魚 の大 魚 び 網で

た か た（Table 1） の ，1

魚 に ると 生 域 び 網の 域の

内湾から沖 域 移る とによると ら る

の移動 長で 26 kmで， と の

の移動 16 km 内で た と,および

移動 25 m/hと小 か た と（Fig.3）から，本

トラフグのよ に日本海 大 に移動・回遊する
6,7) との ，遊 の小 沿岸 魚 で るとみ

す と で る

標識放流 に た 山口県水産研究センター川

村 ， および 山口県漁

しお ， 2 しお の の に する

お，本研究 水産 資源 漁

で実施した ので る

1) 河野光久・小 （2022）：山口県日本海沿岸域

で漁 るシロサバフグの生 学 . 山口県

水産研究センター研究報告, (19) ，7-13．

2 ) 中岡 ・ 野 ・ 内正 （2015）：福岡県
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Fig.3 Distance between the release and recapture 
sites versus elapsed days after release.  Lines 
show the moving speed.
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筑前海におけるシロサバフグの成熟および年齢と成

長．福岡県水産海洋技術センター研究報告，

(25），1-9．

3 ) 川本英雄・河野光久（1988）：山口県沖海域におけ

る水温と塩分の季節変動. 山口県外海水産試験場,

1-52.

4 ) 山田梅芳・時村宗春・堀川博史・中坊徹次

（2007）：シロサバフグ．東シナ海・黄海の魚類

誌，東海大学出版会，秦野，pp. 1244-1247．

5 ) 河野光久・國森拓也（2018）：山口県日本海沿岸域

における浮敷網によるカタクチイワシの漁場. 山口

県水産研究センター研究報告, (15), 11-16.

6 ) 内田秀和・伊藤正博・日高 健（1990）：トラフグ

の資源生態に関する研究Ⅱ―標識放流結果からみた

筑前海産トラフグの分布と移動―．福岡県福岡水産

試験場研究報告，(16），7-14．

7 ) 伊藤正木・小嶋喜久雄・田川 勝（1998）：若狭湾

で実施した標識放流実験から推定したトラフグ成魚

の回遊. 日本水産学会誌，64，435-439．
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写真に基づくヤイトハタとチャイロマルハタの日本海からの記録

Records of Epinephelus malabaricus and E. coioides
(Serranidae) from the Japan Sea based on photographs

河野光久・安部 謙・長濵達章*

Mitsuhisa Kawano, Yuzuru Abe, Tatsuaki Nagahama
Ichthy, Natural History of Fishes of Japan, 6: 4–8 (2021)

Malabar Grouper Epinephelus malabaricus and Orange-spotted Grouper E. coioides (Serranidae) 
were captured by set nets in the Japan Sea and photographed (specimens not retained). Epinephelus
malabaricus (ca. 82 cm total length) collected from Amarube, Kamicho, Mikatagun, Hyogo Prefecture, 
on 15 December 2009 represents the first record of the species from the Japan Sea, and E. coioides (790 
mm total length) from Sogo, Abucho, Yamaguchi Prefecture, on 15 January 2021 represents the second 
record of the species from the Japan Sea.

ハタ科のヤイトハタ Epinephelus malabaricus とチャイロマルハタ E. coioides が日本海の定置網で漁獲さ

れ写真撮影された（標本は残されていない）。ヤイトハタ（全長約 82 cm）は 2009 年 12 月 15 日に兵庫県美方郡香

美町余部地先で採捕され，日本海初記録，チャイロマルハタ（全長 790 mm）は 2021 年 1 月 15 日に山口県阿武町

惣郷地先で採捕され，日本海 2 例目の記録である。

キーワード：ヤイトハタ；チャイロマルハタ；日本海；写真

* 兵庫県立農林水産技術総合センター水産技術センター

Bull.Yamaguchi Pref.Fish.Res.Ctr.19,21 (2022)Bull. Yamaguchi Pref. Fish. Res. Ctr. 19, 21 (2022)
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写真に基づく日本海初記録のホウキハタとオオモンハタ
First records of Epinephelus morrhua and E. areolatus (Serranidae) 

from the Japan Sea based on photographs

河野光久

Mitsuhisa Kawano
Ichthy, Natural History of Fishes of Japan, 8: 11-14 (2021)

Two species of groupers, Epinephelus morrhua (Valenciennes, 1833) and E. areolatus (Forsskål, 
1775), were captured in the southwestern Japan Sea (Yamaguchi Prefecture) and photographed 
(specimens not retained). A single individual of E. morrhua (383 mm in total length) was collected from 
northeast of Mishima island, Hagi, on 5 February 2021 and E. areolatus (296 mm in total length) from 
Kawajiri, Yuya, Nagato, on 12 February 2021. The both individuals represent the first reliable record of 
each species from the Japan Sea. 

2 種のはた類，ホウキハタ Epinephelus morrhua (Valenciennes, 1833)とオオモンハタ E. areolatus 
(Forsskål, 1775)が日本海南西海域（山口県沖）で採捕され写真撮影された（標本は残されていない）。ホウ

キハタ 1 個体（全長 383 mm）は 2021 年 2 月 5 日に萩市見島北東沖で，オオモンハタ（全長 296 mm）は

2021 年 2 月 12 日長門市油谷川尻地先で採捕された。両個体とも日本海初の信頼できる記録である。

キーワード：ホウキハタ；オオモンハタ；日本海；写真

Bull.Yamaguchi Pref.Fish.Res.Ctr.19,22 (2022)Bull. Yamaguchi Pref. Fish. Res. Ctr. 19, 22 (2022)
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稿 定

【名  】 センター 報

          BULLETIN  OF  YAMAGUCHI  

PREFECTURAL  FISHERIES

          RESEARCH  CENTER

【 稿の 】 稿者は センターの お

よびその 者に るが，所外の 者を

ことは し ない。ただし， 長が に認

た場合は，この りではない。

【 稿原稿の 】   報文は原著論文， ， 報，

および とする。 はある 定の 題について，

すでに 表された を 体にあげて， 合 かつ

な 場から 論 を ， の 現 を

らかにすることを とした論文， 報は１例報

，実 に するものなどを 容とし，刷り上が

り２ ー 以 を原 とする。

【     稿】   稿者はその分 に している 長

および必要に て 稿者が と る部 外の

学 者の を たう ， 稿者が

に所属していた 部の 稿時における 部長（以

部長と記す）の を ること。 の終了し

た原稿は に１部提出する。

【 】 センター所長を 長

とし，企画情報室の 成 をも て 成する。

長は必要に て ループの 長等を 成 と

して指名することができる。

【 稿原稿の 】   原稿が 稿された場合は，

でその論文を する。その ，訂正を要す

ると された原稿はその を付して著者に

し，訂正を る。

【原稿の 】

文の

・論文の表題は、 容を に表したものとする。

文字の書体 イ は 体16pt 字とし，英

文の場合は文字の書体 イ を Century11pt とす

る。

・ 題 続報 であることを示す ー 字

（ - ）を付けてもよい。

名

・文字の書体 イ は 体14ptとし，著者名

とその に名， の で ー 字表記

(Century11pt)を付ける。 ー 字表記の の最初

の文字はキャピタル，2 以 はスモールキャ

ピタルとする。

複数名の場合，和文は「・」で，英文では「,」

と「and」で る。

体の 成

和文論文は以 の 成とする。

和文表題，和文著者名,（英文表題）,（英文著者

名）,（英文要約）,キー ー ， （ 出しは付

けない）， および ， ， ,（和文要

約）,（ ）,文 。ただしカッコ書きの はな

くてもよい。 および ， などの 出し

はMSゴシック体12ptで中 に記載し， の

出しは 寄せでMSゴシック体10ptとする。英

文表題を付する場合は，英文著者名，英文要約も

あわせてつけることが ましい。 の者と

著の場合は，１ ー の に 著者の所属

名および 所を付記する。

英文論文は以 の 成とする。

英文表題，英文著者名，英文要約（Abstract），

英文キー ー ，本文， ，文 ，和文表題，

和文著者名，和文要約，図，表などを ものと

する。本文は原 として Introduction（ 出しはつ

けない），Materials and Methods, Results, Discussion 

の とする。原稿では英文表題，英文著者名，英

文要約，英文キー ー ，本文， ，文 を続

けて書き， ー を改 て和文表題，和文著者名，

和文要約を１ ー にまと て書く。図の ，

図表は にしてつける。英文所属 名および

所は１ ー の に書く。
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報は以 の 成とする。

書き は原著論文に準 ，表題，著者名，（和

文のときは英文表題および英文著者名もつける），

英文要約，英文キー ー ，本文，（ ），文

，図，表などを ものとする。本文には ，

および ， ， などの 出しはつけ

ない。

文 の

論文はWordで 成し，和文論文では， 用 字，

かな かいを い， コンを用いて 4

紙に１ 25文字，１ ー 47 度の 書き2

とし， は ー の上 に 20mm， に

30mm とし，文字の書体 イ は 体 10pt，

英文論文はCentury10ptとする。 は，「，。」

を 用する。

英文要約を付けた和文論文および英文論文は，英

のキー ー （ 引 ）を英文要約の後に記 す

る。英文要約を付けない和文論文は，日本 のキー

ー を著者名の後に記 する。キー ー は4

以 とし， 要生物名を最初におく。1字 をキャ

ピタルとし，「 」で る。文字の書体 イ は，

英 はCentury9pt，日本 は 体9ptとする。

    

原著論文および の英文要約は200 以 ，和

文要約は400字以 で 成する。 報の英文要約は

100 以 とする。図表 文 の引用はしない。英

文要約，和文要約および本文の 容をよく一致させ

る。文字の書体 イ は，英 はCentury10pt，日本

は 体10ptとする。

文    献

文 記載の 式は のようにし，英 は

Century10pt、日本 は 体10ptとする。

著者名（年号）：表題 名， （号），引用

初 ー 終 ー

[例]

１） ・ ・ (1989)：

タ ン シによる 化 と

タ ン量 ，37，109-114

２)Wolters，W.R.，G.S.Livery and C.L.Crisman(1975)：

Effect of triploidy on growth and gonad development 

of channel catfish. J. fish. Res. Bonard. Can. ,32，

341-346

３）Igarashi，M.(1989)：Effect of oxolinic acid on fecal 

microflora of goldfish. Nippnon Suisan Gakkai，63，

345-350(in Japanese)

単

著者名（年号）：表題 書 の題名（ 者），

所， ，引用 ー

[例]

１）能 （1973）： 用生物

学（ 本 ）， 生 ， ，

pp.  255-263

（１）図（写真）および表は和文(MS 体9pt)ま

たは英文(Century9pt)で 成する。 号は和文で 成

した場合は「図 1」，「表 5」，英文で 成した場

合は「Fig.1」，「Table 5」のようにし，原 とし

て１図１ ，１表１ とする。図表の 箇所は本

文の に（ 表１ ）のように赤で指定す

るか，図表を原稿に して指定する。

（２）表の はそれ れの表の上に書き，英文に

り 文の終わりに「 」を つ。

（３）表の一 上の は 重 とし， 以外の

はなる く省略する。原 として を 用しな

い。

（４）図・表はWord，Excel，Photoshop，Illustrator

等の フトで 成する。 書の場合は電子ファイル

化する。

（ ）図の 文は図とは にしてまと て書

く。

（ ）図・表等は原 として とする。カ ー印

刷を する場合は， 稿時に紙原稿に付 を付け

てその 書きする。この場合，その部分をカ ー

印刷するかどうかを 長が する。
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⑨ 単位および記号

単位の記載はSI単位を尊重し，かつ，量記号（容

積を表すℓ）はイタリックとする。略記するものは

複数でも「s」を付けない。

長さ・面積・容積：m，cm，mm，μm，nm，㎡，μℓ，

mℓ，ℓ，kℓ，㎥

質量：ng，μg，mg，g，kg，t，Da，kDa

時間：s，min，hまたは秒，分，時間

温度：℃，K

物質の量：pmol，nmol，μmol，mmol，mol

濃度：nM，mM，M，N（スモールキャピタル），％，

ppm，ppb

力：dyn，N，gw，kgw

仕事・エネルギー・熱量：erg，eV，J，cal，kcal

圧力：Pa，mmHg，atm，bar

電気：Ω，V，W，mA，A，Hz

光：cd，lx，lm，cd/㎡

音：Hz，kHz，μbar，dB

速度：cm/s，m/s，kt、rad/s

回転：rpm，cycle

⑩ 生 物 名 和文論文では標準和名をカタカ

ナで書いた後に学名をイタリックで続ける。英文論

文では可能であれば common nameを記し，その後

に学名をイタリックで続ける。命名者名は表題，英

文要約および要約の中では必要以外省略するが，本

文最初の学名には付けてもよい。この場合，｢L.｣の

ように省略せず，「Linnaeus」と記する。また本文

中の学名の属名は，最初に現れるところでは full 

nameで書き，以後は頭文字１字で表す。

⑪ 化 学 名 和文原稿中で化学名をあげると

きは慣用に従い，カタカナもしくはスモールで書

く。またD-，L-などはスモールキャピタルで書く。

化合物の略号は国際慣用に従う。ただし，英文要約，

本文，要約のいずれにおいても，最初の現れるとこ

ろでは略記しない。

⑫ 変数、統計量 ｘ，ｙなどの変数と，ｎ（個体

数など），Ｐ，ｒ，Ｚ，U-test，t-test などの統計量

はイタリックとする。

⑬ 字体の指定 赤で指定する。

［例］

イタリック Pagrus major （＝Pagrus major）

ゴシック

Materials and Methods（＝Materials and Method）

キャピタルとスモールキャピタル

Yamashita（＝YAMASHITA）

うわつき 吉田13）（＝吉田 13)），

したつき NH4OH（＝NH4OH）
⑭ 文献の引用形式 論文中に文献を引用する場

合は，その引用文や著者の右肩に以下の例を参考に

文献番号を記載する。（例：三木ら
1-3)

，・・・・寄

生が確認されている3,5,7)）

⑮ インターネット上に公開されたデータベース

等の引用 インターネット上に公開されたデータ

ベース等を引用するときは本文中の引用箇所に括

弧を設け，その中に URL 等をアクセス日とともに

記載する。

［例］

（ http://www.pref.yamaguchi.lg.jp/cms/a16500

/uminari/uminari-top.html,2015年 10月15日）

【完成原稿】   原稿は訂正が完了後，企画情報室が

指示する電子媒体に保存し，紙原稿１部とともに企

画情報室に提出する。

１） 電子ファイル原稿は，最終原稿と一致してい

ること。

２） 電子ファイルは本文，図表（写真）に分けて

セーブし，論文毎に一つのフォルダーに格納する。

３） 写真は JPEG，またはBMP形式で提出する。

４） 提出する電子ファイルはバックアップコピー

をとり，印刷終了時まで著者が保管する。

【実   施】   

この要領は、平成18年７月１日から実施する。

平成18年12月21日 一部改正

平成28年 6月 29日 一部改正

令和3年12月2日 一部改正
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